
Ⅲ．本プロジェクトの一般目標・到達目標案

■一般目標 ［ＧＩＯ］

国民の健康に貢献できるオーラルフィジシャン （口腔科医） になるために、 医療の仕組

みを理解し、 多職種連携のチーム医療に参加し、 特に高齢者にみられることが多い口腔

症状と各種全身疾患との関連を理解した上で、 安心 ・ 安全な歯科診療を実施する能力を

獲得する。

Step１：（３年⽣）
■行動目標 ［ＳＢＯｓ］

1. 日本の将来人口推計等から今後の日本の医療 ・ 歯科医療体系を説明できる。

2. 高齢者に多く見られる基礎疾患について概説できる。

3. 高齢者に多く見られる基礎疾患の症状と全身および口腔の機能に対する影響を概説

   できる。

4. 脳卒中後の患者の歯科診療における注意点を概説できる。

5. 脳卒中発症から症状の回復までの一連の医療体制を概説できる。

6. 医療 ・ 歯科医療の連携と病院におけるチーム医療の基本を説明できる。

7. 唾液の分泌に影響を与える因子について説明できる。

8. 口腔乾燥症の口腔内所見について説明できる。

9. 口腔乾燥を認める患者に対する口腔のケアについて説明でき

（第 7 回 IT を活用した教育センター WS セッション 2 プロダクトより改編）
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Step２：（４年⽣）
■行動目標［ＳＢＯｓ］

1. 高齢者に多く見られる基礎疾患（糖尿病、心房細動など）について説明できる。

2. 基礎疾患を有する患者の歯科診療における注意点を説明できる。

3. 口腔乾燥を訴える患者の鑑別診断を説明できる。

4. 口腔乾燥を訴える患者に対して医療面接で聞く内容を概説できる。

5. 口腔乾燥症の症状と治療法を説明できる。

6. 脳卒中の症状と全身および口腔の機能に対する影響を概説できる。

7. 口腔内環境 ・ 機能検査を実施し、診断に活用することができる。

Step３（５年⽣）
■行動目標［ＳＢＯｓ］

1. 病診連携、病病連携を体験し、連携の意義を理解する。

2. 多職種が連携した（医師、薬剤師、看護師、歯科衛生士、歯科技工士、その他の医療職）

    の病棟におけるチーム医療を理解し、体験する。

3. 地域医療の多職種連携医療体験を通じて、保健 ・ 医療 ・ 福祉 ・ 介護の連携を理解し、

　  歯科医師の役割を説明できる。

4. 在宅 ( 訪問 ) 歯科診療の特殊性を理解し、基本的な態度 ・ 技術を修得する。

5. 基礎疾患を有する患者に対して治療 ・ ケア計画を立案できる。

6. 口腔内症状と全身状態の関連を把握し治療計画を立案できる。

7. 医師と連携して安心安全な歯科診療を実施できる。

8. 口腔乾燥を訴える患者の診断および治療計画を立案できる。
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